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２・３号機炉心シュラウドのひび部点検

点検方針
外観目視点検および超音波探傷試験（UT）　　　　　　　　　　　　　　　　
によりひび部の点検・深さの測定を行う。

点検結果をもとに健全性評価を実施する。

あわせて、新潟県中越沖地震の影響に関しても確認する。

なお、1、2号機炉心シュラウドの「構造強度に影響を
与えないひび」についても点検を実施する。

経緯
2号機点検停止期間中（平成14年9月～平成15
年3月）、3号機第7回定期検査時（平成14年8
月～平成16年5月）に、中間胴と下部リングと
の溶接部（H6a）外側近傍にひびを確認。

当該ひび部の構造健全性を確認し、現状では
隔回の定期検査毎に点検を行いながら、　　　
シュラウドを継続して使用。

今回の定期検査において、計画的な検査を実施。

炉心シュラウド構造図

H6a

ほぼ全周にひびが
断続的に存在している

下部リング

中間胴
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今後のスケジュール（計画）

平成20年5月19日から３号機の点検を開始予定。

結果についてはとりまとまり次第、号機ごと週報時に公表する。

＜炉心シュラウド点検の主な流れ＞

外観目視点検
超音波探傷試験

探傷結果のまとめ

3号機

2号機

8月7月6月5月
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＜参考＞２・３号機のひび部の状況

ひびを確認した部位

17.1ｍｍ10.5ｍｍ第11回
（H17.9～H18.5）

約270mm

15.4ｍｍ9.8ｍｍ点検停止期間中
（H14.9～H15.3）

2号機

3号機 約270mm

11.4ｍｍ7.3ｍｍ第7回
（H14.8～H16.5）

第8回
（H17.1～H17.6）

定検回数 板厚＊最大ひび深さ平均ひび深さ

14.3ｍｍ7.9ｍｍ

健全性評価結果

・5年間の健全性を確認
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必要残存面積
9.5×104mm2 

５年後*の残存面積 4.6×105mm2

（き裂深さ：22.0mm）

初期き裂深さ（第 7 回

定検時平均き裂深さ）

7.3mm

炉心シュラウド 

中間胴の板厚 

50.8mm

実運転時間（年） 

（
ｍ
ｍ
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第 8 回定検時
平均き裂深さ
7.9mm 

3号機　き裂進展評価結果
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注記 ＊：プラント

    （実運転

必要残存面積
1.4×105  mm2 

５年後*の残存面積 4.6×105 mm2

（き裂深さ：22.2 mm）

初期き裂深さ
9.8 mm 

炉心シュラウド 
中間胴の板厚 
50.8 mm 
 

実運転時間（年） 

第 11 回定検時
平均深さ 
10.5mm 

２号機　き裂進展評価結果

＊：プラント稼働率80％を仮定

許容き裂深さ
約42.5ｍｍ

許容き裂深さ
約45ｍｍ

＊：プラント稼働率80％を仮定
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＊：下部リング
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